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算
要
領
に
基
づ
き
積
算
し
て
お
り
、

事
業
費
５
１
３
５
万
９
０
０
０
円
の

内
訳
は
、
基
本
設
計
が
２
０
４
９
万

３
０
０
０
円
、
実
施
設
計
が
３
０
８

６
万
６
０
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
市
長
は
、
油
谷
地

区
で
行
っ
て
き
た
住
民
説
明

会
の
中
で
、
財
政
面
も
含
め
て
油

谷
支
所
を
高
台
の
油
谷
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
へ
移
転
す
る
方
針
を
示
し
て

い
た
。
そ
の
後
、
高
台
へ
の
移
転
か

ら
一
転
し
、
油
谷
支
所
を
現
在
地
で

整
備
す
る
方
針
に
転
換
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
大
き
な
要
因
は
何
か
。

「
市
民
の
い
の
ち
と
生
活
を
ま

も
る
」
こ
と
を
基
本
理
念
と

す
る
私
に
と
っ
て
、
水
防
法
に
基
づ

く
浸
水
想
定
区
域
内
に
新
庁
舎
を
建

設
す
る
こ
と
の
是
非
に
つ
い
て
判

断
に
悩
む
中
、
住
民
説
明
会
等
に
お

い
て
様
々
な
意
見
交
換
を
行
っ
て
き

た
。

　

そ
の
中
で
、
防
災
面
以
外
の
こ
と

を
考
え
る
と
、
現
支
所
の
区
域
が
地

域
住
民
に
と
っ
て
一
番
便
利
で
、
高

齢
者
を
含
め
て
現
在
地
に
建
設
す
べ

き
と
い
う
意
見
が
非
常
に
多
か
っ

た
。
最
終
的
に
地
域
住
民
の
気
持
ち

を
十
分
考
慮
し
た
う
え
で
、
市
内
部

で
し
っ
か
り
議
論
し
、
方
針
を
決
定

し
た
。
方
針
を
転
換
し
た
こ
と
に
つ

い
て
は
、
改
め
て
住
民
説
明
会
を
行

う
方
向
で
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
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12 月
定例会

　12 月定例会は 12 月 2 日（金）から 23 日（金）までの 22 日間

の会期で開き、総額 10 億 9,037 万 6,000 円の一般会計補正予算（第

8 号）、総額 3,878 万 3,000 円の一般会計補正予算（第 9 号）をはじ

めとした 27 議案を原案の通り可決しました。

　２～３ページは一般会計補正予算（第 8 号及び第９号）の主な事

業の内容を紹介しています。

　

懸
案
で
あ
っ
た
油
谷
支
所
等
庁
舎

整
備
計
画
に
つ
い
て
、
現
在
地
で
の

油
谷
支
所
建
替
え
と
福
祉
の
拠
点
と

な
る
複
合
施
設
を
整
備
す
る
と
の
方

針
が
定
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
早
期
の

建
設
・
整
備
に
向
け
て
必
要
な
経
費

で
す
。

　

予
算
決
算
委
員
会
で
は
、
油
谷
地

区
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
推
進
事
業
に

関
し
て
、
委
員
か
ら
市
長
の
説
明
を

求
め
る
動
議
が
提
出
さ
れ
賛
成
多
数

で
可
決
し
た
こ
と
か
ら
、
市
長
に
対

し
て
出
席
を
要
請
し
ま
し
た
。

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
尋

ね
る
。

令
和
５
年
１
月
に
基
本
・
実

施
設
計
業
務
の
入
札
契
約
を

行
い
、
事
業
期
間
は
約
１
年
間
を
見

込
ん
で
い
る
。
そ
の
後
、
令
和
６
年

度
に
支
所
庁
舎
の
工
事
着
手
、
竣
工
、

令
和
６
年
度
か
ら
７
年
度
に
か
け
て

現
支
所
庁
舎
の
解
体
を
予
定
し
て
い

る
。
複
合
施
設
は
、
現
支
所
庁
舎
解

体
後
、
令
和
７
年
度
末
ま
で
に
竣
工
、

供
用
開
始
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

基
本
・
実
施
設
計
業
務
委
託

料
の
積
算
根
拠
を
尋
ね
る
。

国
が
定
め
る
官
庁
施
設
の
設

計
業
務
等
積
算
基
準
及
び
積

問答

油
谷
地
区

小
さ
な
拠
点
づ
く
り
推
進
事
業

４
７
３
３
万
円

答 問答

油谷支所建替え問題
高台への移転から一転、現在地で整備

予算決算

委員会

問



法
人
等
は
対
象
外
と
な
る
。

支
援
金
の
設
定
根
拠
を
尋
ね

る
。

令
和
４
年
８
月
に
実
施
し
た

燃
油
等
物
価
高
騰
対
策
事

業
に
お
い
て
、
法
人
事
業
者
か
ら

提
出
さ
れ
た
燃
料
や
電
気
等
の
合

算
額
の
前
年
同
月
比
を
比
較
し
て

の
申
請
額
で
最
も
多
か
っ
た
７
万

円
を
支
援
額
と
し
た
。
個
人
事
業

者
に
つ
い
て
は
、
法
人
の
支
援
金

７
万
円
の
２
分
の
１
と
し
、
切
り

上
げ
に
よ
り
４
万
円
と
し
た
。

数
と
、
小
児
接
種
及
び
乳
幼
児
接

種
に
つ
い
て
、
接
種
率
を
50
％
と

見
込
み
、
全
体
で
３
万
３
３
５
回

分
の
接
種
が
必
要
で
あ
る
と
見

込
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
時
間
外
、

休
日
、
小
児
加
算
分
を
加
え
る

と
と
も
に
、
予
診
の
み
の
200
人

分
の
委
託
料
を
加
え
た
金
額

７
５
４
２
万
４
０
０
０
円
を
必
要

額
と
し
て
積
算
し
、
こ
れ
に
対
し

て
現
計
予
算
で
不
足
す
る
５
２
２

１
万
８
０
０
０
円
を
予
算
計
上
し

た
。

谷
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
菱
海
保

育
園
の
間
の
公
園
敷
地
を
予
定
地

と
し
た
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
は
、
令
和
６
年
度
当
初
予
算
に

建
設
費
を
計
上
、
令
和
６
年
６
月

か
ら
建
設
工
事
に
着
手
し
、
令
和

７
年
４
月
の
運
用
開
始
を
予
定
し

て
い
る
。

保
育
園
が
す
ぐ
そ
ば
に
あ

り
、
昼
寝
等
の
時
間
も
あ
る

が
、
ど
う
配
慮
さ
れ
る
の
か
。

保
育
園
へ
の
配
慮
と
し
て

は
、
開
園
中
は
離
れ
た
位
置

で
車
両
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
始
め

る
な
ど
の
配
慮
を
す
る
。
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現
在
の
西
消
防
署
庁
舎
は
、
昭

和
49
年
に
建
設
以
降
、
老
朽
化
が

進
行
し
、
早
急
な
建
替
え
が
必
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の
生
命
、

身
体
及
び
財
産
を
災
害
か
ら
守
る

た
め
、
早
期
の
移
転
に
着
手
す
る

基
本
・
実
施
設
計
業
務
に
係
る
経

費
で
す
。

建
設
予
定
地
及
び
新
消
防
庁

舎
運
用
開
始
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
尋
ね
る
。

浸
水
被
害
を
考
慮
し
、
ラ

ポ
ー
ル
ゆ
や
周
辺
高
台
の
油

問

西
消
防
署
庁
舎
建
設
事
業　

３
７
９
１
万
円

答

　

こ
れ
ま
で
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
２
価
ワ
ク
チ

ン
接
種
（
１
・
２
回
目
接
種
を
完
了

し
た
12
歳
以
上
）
及
び
小
児
（
５

歳
以
上
11
歳
以
下
）
の
３
回
目
接

種
が
追
加
さ
れ
、
乳
幼
児
（
生
後

６
カ
月
以
上
４
歳
以
下
）
の
１
～

３
回
目
接
種
が
新
設
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
必
要
と
な
っ
た
経
費
で
す
。

予
防
接
種
委
託
料
の
詳
細

を
尋
ね
る
。

12 
歳
以
上
の
２
回
目
接
種
者

全
員
が
１
回
接
種
で
き
る
回

問答 ▼老朽化が進む現西消防署オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
追
加

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業　

５
９
７
５
万
円

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
が
長
期
化
す
る
中
、
燃
油

価
格
や
諸
物
価
の
高
騰
に
よ
り
、

市
内
事
業
者
の
経
営
環
境
は
依
然

と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お

り
、
市
内
事
業
者
に
対
し
て
緊
急

支
援
金
を
給
付
し
、
事
業
継
続
を

支
援
す
る
も
の
で
す
。

事
業
継
続
支
援
の
対
象
と
な

る
業
種
を
尋
ね
る
。

金
融
、
保
険
、
一
次
産
業
を

除
い
た
業
種
を
対
象
と
し
て

お
り
、
特
定
非
営
利
法
人
、
社
団

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
が
長
期
化
す
る
中
、
疲
弊

し
た
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
観

光
産
業
に
活
力
を
取
り
戻
す
た

め
、
集
客
力
が
高
く
、
直
通
バ
ス

が
運
行
し
て
い
る
福
岡
県
に
お
い

て
、
観
光
素
材
を
活
用
し
た
観
光

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
集
中
的
に
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
内
の
宿

泊
施
設
へ
の
誘
客
を
促
進
し
、
観

光
産
業
の
早
期
回
復
と
地
域
活
性

化
を
図
る
も
の
で
す
。

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
具

体
的
な
内
容
を
尋
ね
る
。

イ
ベ
ン
ト
開
催
時
期
は
令
和

５
年
２
月
を
想
定
し
て
お

り
、
即
時
の
誘
客
と
い
う
よ
り
は

来
春
以
降
の
誘
客
を
促
進
す
る
た

め
に
事
業
を
実
施
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
博
多
駅
内
の
ブ
ー

ス
に
お
い
て
、
料
理
教
室
の
開
催
、

西
鉄
高
速
バ
ス
お
と
ず
れ
号
を
活

用
し
た
体
験
モ
ニ
タ
ー
実
施
、
福

岡
県
内
の
メ
デ
ィ
ア
へ
の
広
報
活

動
な
ど
を
計
画
し
て
お
り
、
本
市

の
観
光
Ｐ
Ｒ
に
合
わ
せ
て
フ
ー
ド

ツ
ー
リ
ズ
ム
マ
イ
ス
タ
ー
等
を
活

用
し
、
食
を
中
心
と
し
た
Ｐ
Ｒ
を

集
中
的
に
実
施
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

令
和
４
年
４
月
か
ら
令
和
５
年

３
月
ま
で
に
出
産
さ
れ
る
方
へ
、

出
産
応
援
交
付
金
５
万
円
と
子
育

て
応
援
交
付
金
５
万
円
の
計
10
万

円
を
交
付
す
る
も
の
で
、
対
象
者

は
140
人
と
見
込
み
、
令
和
５
年
３

月
ま
で
の
妊
娠
届
出
者
の
う
ち
、

令
和
５
年
４
月
以
降
に
出
産
と
な

る
方
へ
、
出
産
応
援
交
付
金
５
万

円
を
交
付
す
る
も
の
で
、
対
象
者

は
70
人
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

地
域
経
済
へ
切
れ
目
の
な
い
支
援

企
業
物
価
高
騰
対
応
支
援
金　

７
５
１
２
万
円

問答

観
光
産
業
へ
活
力

観
光
宣
伝
事
業  

３
１
０
万
円

問答

災
害
拠
点
施
設
と
し
て
新
庁
舎
を
建
設

子
育
て
世
代
へ
の

応
援
交
付
金
支
給

出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金
事
業

１
７
６
１
万
円

答

問

問答
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▲

議案第 22号　長門市部課設置条例の一部を改正する条例

デジタル、 企業誘致、
　　　　　　　まちづくり推進体制の強化

総務民生

委員会

　この議案は、本市の行政サービスのデジタル化

施策の推進、企業誘致を核とする産業・雇用の活

性化によるまちづくり推進を図る体制強化のた

め、効率性・実効性ある組織の構築に向けて、令

和５年４月から組織を改編することから、所要の

改正を行うものです。

　委員会の審査では「デジタル戦略課及び企業誘

致・まちづくり推進課を新設する必要性」につい

て質疑があり、執行部から「デジタル戦略課は、

庁内外に向けてさらにデジタル化を充実させてい

きたいという思いから、課に昇格させることとし

た」との答弁がありました。

　さらに「企業誘致・まちづくり推進課は、今後、 

俵山地区小さな拠点づくりの構想や、長門市駅周

辺の再開発の事業調整等も見込まれる中、様々な

事業を加速させて円滑に進めるため、指揮命令系

統を明確にして企業誘致によるまちづくりの分野

に特化した新たな体制を構築する必要があること

から、産業戦略課を再編し、創設することとした」

との答弁がありました。

文教産業

委員会

▲

議案第 25号　財産の貸付料の免除について

　長門湯本温泉観光まちづくり恩湯等施設整備・

運営事業を行っている長門湯守株式会社への鉱泉

地（温泉の湧出口及びその維持に必要な土地）貸

付料について、免除期間を２年延長するものです。

　委員会の審査では「免除に至った根拠」につい

て質疑があり、執行部から「恩湯はシンボル的な

施設であり地域の活性化に寄与するものであるこ

と、開業当初からコロナ禍により内部留保が確保

されていないこと、地元のお風呂がない方にとっ

て必要な施設であること」等の答弁がありました。

　さらに委員から「鉱泉地の貸付料という特殊な

契約とはいえどのように市民に説明するのか」と

の質疑があり、執行部から「長門湯本温泉を再生、

活性化したいとの思いで事業者自ら借金し建てら

れ運営をされている。そのことをもって当初鉱泉

地の貸付料免除を行ったが、タイミング悪くコロ

ナ禍で内部留保の確保もままならなかった。この

間、民設民営の覚悟を持ち経営努力をされている

ことや、地区の中核的施設であることから期間延

長の理解を求めたい」との答弁がありました。

■１２月定例会議決結果
議案番号 件　　　　名 結果

1 令和４年度長門市一般会計補正予算（第８号）原案可決

2 令和４年度長門市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決

3 令和４年度長門市湯本温泉事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決

4 令和４年度長門市介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決

5
令和４年度長門市後期高齢者医療事業特
別会計補正予算（第２号）

原案可決

6 令和４年度長門市水道事業会計補正予算（第２号）原案可決

7 令和４年度長門市下水道事業会計補正予算（第２号）原案可決

8 長門市役所支所及び出張所設置条例の一部を改正する条例 原案可決

9
長門市職員の定年の引上げ等に伴う関係
条例の整備に関する条例

原案可決

10
長門市一般職の任期付職員の採用等に関
する条例の一部を改正する条例

原案可決

11
長門市議会議員の報酬、費用弁償及び期末
手当に関する条例の一部を改正する条例

原案可決

12 長門市長等の給与に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

13 長門市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

議案番号 件　　　　名 結果

14
長門市会計年度任用職員の給与等に関す
る条例の一部を改正する条例

原案可決

15
長門市林地崩壊防止事業等に係る分担金の
徴収に関する条例の一部を改正する条例

原案可決

16 長門市準用河川管理条例の一部を改正する条例 原案可決

17 長門市都市公園条例の一部を改正する条例 原案可決

18 長門市公民館条例の一部を改正する条例 原案可決

19 長門市ケーブルテレビ放送施設の指定管理者の指定について 原案可決

20 里山ステーション俵山の指定管理者の指定について 原案可決

21 令和４年度長門市一般会計補正予算（第９号）原案可決

22 長門市部課設置条例の一部を改正する条例 原案可決

23 長門市個人情報の保護に関する法律の施行等に関する条例 原案可決

24 長門市情報公開・個人情報保護審査会条例 原案可決

25 財産の貸付料の免除について 原案可決

議員提出議

案第 1 号
長門市議会個人情報保護条例 原案可決

意見書案

第 1 号
学校給食費の無償化を求める意見書 原案可決

長門湯守株式会社への
　　　　恩湯鉱泉地貸付料免除期間を２年延長
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人
口
減
少
下
に
お
け
る

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
は

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
施

策
の
一
つ
と
し
て
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
の
形
成
が
考
え
ら
れ
る
が
、
市
の

考
え
を
尋
ね
る
。

農
村
や
漁
村
が
各
地
に
点
在
す
る

本
市
で
は
、
市
内
各
所
の
複
数
の

拠
点
を
中
心
と
し
た
生
活
圏
づ
く
り
が

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
の
創
出
に
有
効
と

考
え
て
お
り
、
市
民
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
、
安
全
で
安
心
し
て
住
み
続
け
ら

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
こ
れ
か
ら
も
進
め

た
い
と
考
え
て
い
る
。
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
移
動
手
段
を
確
保
す
る
た
め
デ

マ
ン
ド
交
通
を
導
入
し
た
り
、
日
常
生

活
に
必
要
な
食
料
品
や
日
用
雑
貨
の
買

い
物
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
地
域
に
買

い
物
機
会
を
確
保
す
る
移
動
販
売
の
取

り
組
み
を
促
進
し
て
い
る
。

街
中
（
ま
ち
な
か
）
移
住
の
た
め

市
内
移
住
者
用
の
集
合
住
宅
や

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
建
設
が
必
要
で
あ
る
。

街
中
移
住
と
は
、
市
の
周
辺
部
か
ら
商

問

▼本市人口の将来展望 ( 第２次長門市総合計画後期基本計画 ) 店
、
病
院
、
消
防
署
、
学
校
な
ど
の
生

活
基
盤
が
整
っ
た
街
中
に
出
て
来
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
人
口
減
少
下
に
お

い
て
、
市
も
集
団
で
住
ん
で
も
ら
え
れ

ば
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
や
す
く
な

り
、
救
急
や
消
火
活
動
時
間
の
短
縮
に

も
な
る
。
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
皆
が
集
ま

れ
ば
効
率
的
・
経
済
的
に
で
き
、
行
政

コ
ス
ト
の
削
減
に
な
る
と
思
う
が
、
市

の
見
解
を
尋
ね
る
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
全
に
安
心

し
て
暮
ら
す
た
め
の
施
策
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
集
合
住
宅
や

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
の
建
設
は
現
時
点
で
は

考
え
て
い
な
い
。
人
口
が
減
少
し
続
け

た
先
の
備
え
は
大
切
な
こ
と
と
認
識
し

て
い
る
が
、
今
は
人
口
減
少
抑
制
対
策

に
主
眼
を
置
き
、
施
策
を
展
開
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

答問

答

一般質問

西村 良一
議員

　

N
IS

H
IM

U
R

A
 R

Y
O

IC
H

I

一般質問のすべての質問事項は議会ホームページ

で公開中。（上記のＱＲコードから閲覧できます）

全文（会議録）も議会ホームページの長門市議会

会議録検索システムにて、後日掲載予定です。

議会ホームページには、本会議の発言記録のほか、

議員紹介や会期日程、請願や陳情の出し方などの

情報を掲載。ぜひご覧ください。

長門市議会 で検索

11 の視点

一　般　質　問

　一般質問は市政に関して議員が質問を行

い、新たな施策の提案や、市政に対しての意

見や要望を述べ、市政をより良い方向へ導く

ものです。

　12 月定例会では 12 月 8 日、9 日に 11

人の議員が一般質問を行いました。
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い
る
。
工
事
等
の
実
施
に
よ
り
市
道
の

通
行
止
め
や
、
市
が
管
理
し
て
い
る
公

園
の
使
用
が
制
限
さ
れ
る
場
合
は
、
民

間
事
業
者
が
事
前
告
知
等
の
対
応
を
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
。

駅
南
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の

９
月
か
ら
開
催
を
し
た
ほ
う
が
よ
い
と

言
っ
て
き
た
。
開
発
が
具
体
的
に
動
い

て
い
く
中
で
、
地
域
住
民
は
生
活
へ
の

不
安
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
、
直
接
市

民
の
声
を
聞
く
べ
き
だ
が
、
そ
の
機
会

の
開
催
時
期
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

開
催
時
期
に
つ
い
て
は
、
民
間
事

業
者
か
ら
開
発
計
画
の
事
業
化
に

伴
う
計
画
説
明
が
行
わ
れ
た
後
、
関
係

部
課
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
速
や
か
に

行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

長
門
市
駅
周
辺
の
活
性
化
を

長
門
市
駅
周
辺
地
域
活
性
化
事
業

に
係
る
事
業
協
力
に
関
す
る
協
定

を
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
株
式
会
社
と
株
式

会
社
ウ
ィ
ル
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
そ

れ
ぞ
れ
締
結
し
、
駅
周
辺
が
活
気
づ
く

こ
と
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
。

協
定
の
具
体
的
な
内
容
は
。

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
株
式
会
社
と

は
、
地
域
と
連
携
を
し
た
駅
周
辺

地
域
の
活
性
化
に
関
す
る
こ
と
や
、
企

業
進
出
の
促
進
に
関
す
る
こ
と
。
ま
た
、

株
式
会
社
ウ
ィ
ル
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

と
は
、
駅
周
辺
地
域
の
活
性
化
に
関
す

る
こ
と
や
、
地
域
住
民
の
雇
用
の
確
保
、

テ
ナ
ン
ト
誘
致
に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
。

事
業
が
実
際
に
こ
れ
か
ら
進
ん
で

い
く
中
で
、
地
域
の
住
民
、
事
業

者
に
関
わ
り
が
大
き
い
部
分
と
し
て
、

市
道
や
公
園
の
こ
れ
か
ら
の
見
通
し
に

つ
い
て
尋
ね
る
。

市
道
及
び
公
園
に
つ
い
て
は
、
現

状
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

問

問

現
在
、
各
法
人
に
対
し
て
個
別
に

ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
て
い

る
。
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
法
人
へ
の

具
体
的
な
支
援
策
や
体
制
の
あ
り
方
等

を
長
門
市
未
来
農
業
創
造
協
議
会
の
中

で
検
討
し
て
い
く
。

農
業
と
福
祉
施
策
の
連
携
の
可
能

性
に
つ
い
て
市
の
考
え
方
は
。

現
在
、
障
害
の
あ
る
方
の
就
労
支

援
策
と
し
て
、
す
で
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
事
例
も
あ
る
。
障
害
の
あ
る

方
々
に
限
ら
ず
、
ひ
き
こ
も
り
の
方
や

様
々
な
事
情
で
一
旦
仕
事
を
リ
タ
イ
ア

さ
れ
た
方
な
ど
に
と
っ
て
も
働
き
た
い

と
思
っ
て
も
ら
え
る
魅
力
あ
る
職
種
と

し
て
農
業
と
福
祉
施
策
を
関
連
付
け
、

公
民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

農
業
法
人
の
体
制
整
備
及
び

福
祉
施
策
の
連
携
は

基
幹
産
業
で
あ
る
は
ず
の
農
業
の

衰
退
は
著
し
く
危
機
的
状
況
下
に

あ
る
。
持
続
的
な
農
地
利
用
、
耕
作
放

棄
地
の
解
消
等
を
目
的
と
し
て
設
立
さ

れ
た
集
落
営
農
法
人
な
ど
も
高
齢
化
や

労
働
力
不
足
等
か
ら
存
続
が
厳
し
い
現

状
に
あ
る
。
農
業
法
人
の
現
状
と
今
後

の
体
制
整
備
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

農
業
法
人
は
幅
広
い
事
業
形
態
を

展
開
し
、
今
後
も
耕
作
面
積
の
拡

大
等
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
集

落
営
農
法
人
に
つ
い
て
は
、
設
立
当
初

法
人
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
方
々
の

高
齢
化
な
ど
か
ら
起
因
す
る
労
働
力
不

足
な
ど
法
人
経
営
を
維
持
し
て
い
く
こ

と
が
困
難
な
法
人
も
あ
る
。
Ｊ
Ａ
、
県
、

市
が
連
携
し
、
事
業
継
承
に
向
け
た
担

い
手
の
確
保
な
ど
持
続
可
能
な
法
人
経

営
の
体
制
整
備
を
側
面
か
ら
支
援
す
る
。

集
落
営
農
法
人
の
存
続
、
継
続
に

向
け
た
担
い
手
確
保
に
つ
い
て
市

の
考
え
は
。

答 問

問
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一般質問

答

答

答

問

問答

▼本市農業の牽引役として期待される集落営農法人 答

　

S
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重村 法弘
議員

　

H
IS

A
N

A
G

A
 S

H
IN

Y
A

　ひさなが信也
議員

▼長門市駅南口旧ウェーブ周辺の今後は



れ
て
お
り
、
本
来
は
国
が
無
償
化
に
踏

み
切
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
が
、
す

で
に
全
国
的
に
は
自
治
体
に
よ
る
学
校

給
食
費
の
無
償
化
へ
の
取
り
組
み
が
広

が
っ
て
い
る
。
子
育
て
世
帯
の
経
済
的

な
負
担
軽
減
等
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら

学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て
の
見

解
を
尋
ね
る
。

「
子
育
て
環
境
の
充
実
」
を
施
策
の

柱
の
一
つ
に
据
え
、
様
々
な
施
策

を
展
開
・
検
討
す
る
中
で
、
市
長
と
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
で
保
護

者
か
ら
一
定
の
要
望
が
あ
り
、
子
育
て
世

帯
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。
一
方
で
、
恒
久
的
な
財
源
確

保
が
見
通
せ
な
い
状
況
に
あ
り
、
現
時
点

で
給
食
費
の
無
償
化
は
難
し
い
が
、
総
合

的
な
子
育
て
支
援
策
の
充
実
に
つ
い
て
鋭

意
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

一般質問

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
問
題
へ
の

対
策
は

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
問
題
は
、
早
急

に
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る

が
、
本
市
に
お
け
る
対
策
を
尋
ね
る
。

学
校
教
育
現
場
で
の
見
守
り
や
相

談
業
務
に
加
え
、
民
生
児
童
委
員

や
子
ど
も
食
堂
な
ど
か
ら
情
報
収
集
で

き
る
体
制
を
整
え
、「
子
ど
も
家
庭
総
合

支
援
拠
点
」
に
お
い
て
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
問
題
に
も
対
応
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
支
援
を
し
て

い
く
う
え
で
の
問
題
点
や
課
題
を

尋
ね
る
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
問
題
は
、
本
人

や
家
族
に
自
覚
が
な
い
と
い
っ
た

理
由
か
ら
日
常
生
活
や
教
育
現
場
に
お

い
て
表
面
化
し
に
く
い
。
社
会
的
認
知

度
が
低
く
、
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
が

い
て
も
、
子
ど
も
自
身
や
大
人
が
気
づ

く
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

問

▼ヤングケアラーって、知っていますか？

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
対
策
へ
の
市
長

の
思
い
を
尋
ね
る
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
や
児
童
虐
待

防
止
に
加
え
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

問
題
に
も
対
応
で
き
る
相
談
体
制
の
充

実
や
支
援
体
制
整
備
に
つ
い
て
、
あ
ら

ゆ
る
機
関
の
関
係
者
か
ら
助
言
や
意
見

を
い
た
だ
き
な
が
ら
取
り
組
み
た
い
。

乳
幼
児
健
康
診
査
に
あ
た
っ
て

乳
児
か
ら
幼
児
に
発
育
す
る
重
要

な
時
期
で
あ
る
、
10
カ
月
児
、
１

歳
児
健
康
診
査
の
導
入
、
実
施
を
強
く

要
望
す
る
。

乳
幼
児
期
の
健
康
課
題
の
実
態
等

を
踏
ま
え
、
小
児
科
医
等
の
意
見

も
い
た
だ
き
な
が
ら
検
討
す
る
。

答

問答
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危
険
な
空
き
家
等
の
対
策
は

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
核
家

族
化
な
ど
に
よ
り
空
き
家
が
年
々

増
加
し
て
い
る
が
、
防
災
・
衛
生
・
景

観
等
、
地
域
住
民
の
生
活
環
境
に
深
刻

な
影
響
を
及
ぼ
す
倒
壊
家
屋
や
危
険
な

空
き
家
へ
の
対
応
及
び
空
き
家
等
の
利

活
用
の
促
進
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

空
き
家
等
の
対
策
は
喫
緊
の
行
政

課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

所
有
者
自
ら
の
責
任
と
負
担
に
お
い
て

適
切
に
管
理
す
る
こ
と
が
原
則
で
あ
る

が
、
老
朽
化
に
よ
り
倒
壊
の
恐
れ
が
あ

る
危
険
な
空
き
家
は
、
略
式
代
執
行
に

よ
り
解
体
を
行
う
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、

移
住
者
に
紹
介
す
る
空
き
家
バ
ン
ク
制

度
を
活
用
し
、「
定
住
促
進
に
よ
る
地
域

の
活
性
化
」
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

学
校
給
食
費無

償
化
へ
の
見
解
は

学
校
給
食
は
教
育
の
一
環
で
あ

り
、
憲
法
第
26
条
第
２
項
に
は

「
義
務
教
育
は
無
償
と
す
る
」
と
う
た
わ

問問

答

問答

2023.2.1　長門市議会だより

答

▼住民の生活環境に影響を及ぼす危険な空き家
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米弥 又由
議員

問答

林 哲也
議員
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い
産
業
に
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要

と
捉
え
て
い
る
。「
ア
グ
リ
な
が
と
」
で

は
今
年
度
職
員
を
１
名
雇
用
し
て
い
る

が
、
今
後
も
増
員
し
、
研
修
機
能
の
強

化
及
び
研
修
生
の
受
け
入
れ
増
と
併
せ

て
、
地
域
農
業
の
振
興
を
図
っ
て
い
く
。

長
門
市
未
来
農
業
創
造
協
議
会
に

新
た
に
有
機
農
業
等
推
進
部
会
と

い
う
専
門
部
会
が
加
わ
っ
た
が
、
そ
の

具
体
的
な
役
割
は
何
か
。

先
進
的
技
術
の
導
入
等
に
よ
り
労

働
生
産
性
を
高
め
「
稼
ぐ
力
」
を

持
つ
農
業
従
事
者
を
育
成
し
て
い
く
。

付
加
価
値
の
あ
る
有
機
農
産
物
の
栽
培

を
推
進
す
る
取
り
組
み
の
中
で
自
然
栽

培
や
特
別
栽
培
等
、
多
様
な
栽
培
が
行

わ
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
農
業
者
を

巻
き
込
み
な
が
ら
推
進
し
て
い
く
。

と
な
る
よ
う
改
善
を
図
り
た
い
。

デ
マ
ン
ド
交
通
が
運
行
さ
れ
、
１

年
が
経
過
し
た
。
見
え
て
き
た
課

題
や
対
策
は
ど
う
か
。

利
用
実
績
は
徐
々
に
伸
び
て
い
る

状
況
に
あ
る
が
、
運
行
の
時
間
帯

の
見
直
し
や
、
便
数
の
増
加
な
ど
の
意

見
や
要
望
が
あ
る
。
運
行
事
業
者
と
協

議
の
上
、見
直
し
を
図
っ
て
い
く
。ま
た
、

お
試
し
乗
車
の
よ
う
な
取
り
組
み
も
研

究
し
て
い
き
た
い
。

今
後
の
公
共
交
通
の
再
編
・
再
構

築
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
は
。

交
通
弱
者
を
発
生
さ
せ
な
い
こ
と

を
念
頭
に
、
持
続
可
能
な
地
域
公

共
交
通
体
系
の
構
築
を
図
っ
て
い
く
。

持
続
可
能
な

公
共
交
通
体
系
構
築
を

令
和
４
年
４
月
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は

ロ
ー
カ
ル
線
に
関
す
る
課
題
認
識

を
示
し
、
あ
り
方
を
見
直
す
方
針
を
明

ら
か
に
し
た
。
本
市
に
お
い
て
も
該
当

す
る
路
線
が
あ
る
が
、
今
後
の
公
共
交

通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
公
共
交
通
の
現

状
と
課
題
、
対
策
を
尋
ね
る
。

Ｊ
Ｒ
長
門
市
駅
利
用
者
数
が
、
平

成
22
年
度
か
ら
10
年
間
で
50
％
近

く
減
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
西
日
本
か
ら
は
、

こ
れ
か
ら
も
沿
線
自
治
体
等
、
関
係
者

と
し
っ
か
り
協
議
を
し
、
最
適
な
交
通

体
系
を
共
に
つ
く
り
上
げ
て
い
き
た
い

と
の
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
路
線

の
活
性
化
に
向
け
、
路
線
に
隣
接
す
る

市
町
や
県
の
関
係
者
、
地
域
団
体
、
Ｊ

Ｒ
西
日
本
と
一
体
と
な
っ
た
利
用
促
進

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

令
和
３
年
10
月
か
ら
デ
マ
ン
ド
交
通

を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
一
定
の
市
民
ニ
ー

ズ
を
反
映
し
た
形
で
導
入
し
各
地
域
で

お
お
む
ね
好
評
の
声
を
い
た
だ
い
て
い

る
が
、
よ
り
利
便
性
の
高
い
交
通
手
段

問答

▼山陰本線、美祢線、仙崎線が分岐する長門市駅 問答 問答
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持
続
可
能
な

農
業
の
振
興
に
向
け
て

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
的
に
も
農
業
は
主
役
で

あ
る
が
、
こ
こ
20
年
で
総
農
家
数

は
半
減
し
た
。
団
塊
の
世
代
の
リ
タ
イ

ア
が
始
ま
る
５
年
、
10
年
先
を
見
据
え

て
、
行
政
が
今
や
る
べ
き
こ
と
の
中
で
、

農
地
中
間
管
理
機
構
の
実
情
を
尋
ね
る
。

農
地
を
貸
し
た
い
人
か
ら
農
地
を

借
り
受
け
、
農
業
の
担
い
手
に
貸

し
付
け
を
行
う
公
的
機
関
が
農
地
中
間

管
理
機
構
で
あ
る
。
現
在
、
総
農
地
面

積
３
０
５
０
ha
の
う
ち
１
３
８
８
ha
を

管
理
し
て
お
り
、
集
積
率
は
45
・
５
％

と
な
っ
て
い
る
。
県
下
で
二
番
目
の
集

積
率
で
あ
り
、
適
正
な
農
地
管
理
が
で

き
て
い
る
と
判
断
す
る
。

農
業
の
担
い
手
不
足
は
最
も
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、「
ア

グ
リ
な
が
と
」
の
役
割
や
今
後
の
事
業

の
拡
充
は
考
え
て
い
る
の
か
。

ス
マ
ー
ト
農
業
等
を
推
進
す
る
こ

と
に
よ
り
、
若
者
が
参
入
し
や
す

答

▼有機農業における除草作業

問

問答

問答

長門市議会だより　2023.2.1

一般質問
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岩藤 睦子
議員



一般質問

長
門
市
の

　
　
　

水
産
業
の
振
興
は

水
産
資
源
管
理
に
係
る
漁
礁
や
藻

場
の
保
全
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

キ
ジ
ハ
タ
漁
礁
を
８
カ
所
、
藻
場

礁
を
９
カ
所
、
市
内
地
先
に
設
置

し
て
い
る
。
藻
場
の
保
全
対
策
に
つ
い

て
は
、
水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事

業
や
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
お
い
て
藻
場
保
全
活
動
を
実
施
す
る
。

キ
ジ
ハ
タ
・
ア
ワ
ビ
の
放
流
効
果

を
尋
ね
る
。

毎
年
度
同
量
の
漁
獲
量
が
確
保
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
漁
獲
量
を

上
げ
る
漁
法
の
研
究
等
を
漁
業
者
等
と

行
っ
て
い
き
た
い
。

定
置
網
業
者
に
対
す
る
、
ク
ロ
マ

グ
ロ
混
獲
回
避
の
放
流
作
業
に
係

る
支
援
事
業
の
進
展
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

漁
獲
枠
増
加
及
び
助
成
事
業
の
手

続
き
の
簡
素
化
に
つ
い
て
水
産
庁

9

に
要
望
す
る
よ
う
に
、
山
口
県
太
平
洋

ク
ロ
マ
グ
ロ
資
源
管
理
協
議
会
を
通
じ

て
働
き
か
け
る
。

水
産
業
振
興
へ
の
こ
れ
か
ら
の
取

り
組
み
及
び
見
解
を
尋
ね
る
。

長
門
市
水
産
業
振
興
計
画
を
軸
に

し
た
「
豊
か
な
漁
場
づ
く
り
」
や

「
次
代
を
担
う
漁
業
就
業
者
の
確
保
・
育

成
」
等
に
加
え
て
、
漁
協
各
支
店
の
新

た
な
取
り
組
み
に
支
援
を
行
う
。

　

ま
た
、
安
定
し
た
漁
獲
量
が
期
待
で

き
る
定
置
網
漁
業
の
推
進
、
新
た
な
養

殖
事
業
の
展
開
、
既
存
の
養
殖
事
業
の

規
模
拡
大
等
を
推
進
し
て
、
長
門
市
水

産
業
振
興
計
画
の
基
本
理
念
で
あ
る「
次

代
の
担
い
手
が
誇
り
を
も
っ
て
活
躍
で

き
る
水
産
の
ま
ち
・
な
が
と
」
の
実
現

に
向
け
邁
進
し
て
い
き
た
い
。

問

問

答

市
民
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
の
対
策
は

市
民
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の

現
状
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
尋
ね
る
。

集
落
機
能
再
生
事
業
を
市
民
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
核
と
し
、

地
域
づ
く
り
協
議
会
の
設
立
や
運
営
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
を
担
う
人

材
育
成
の
取
り
組
み
を
加
速
す
る
。

地
域
づ
く
り
協
議
会
の
設
置
状
況

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

現
在
、
14
地
区
に
設
立
し
、
設
置

面
積
割
合
は
約
８
割
で
、
今
後
、

全
て
の
地
域
で
設
立
を
進
め
る
。

集
落
支
援
員
の
配
置
人
数
と
そ
の

役
割
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

集
落
支
援
員
は
11
名
配
置
し
、
集

落
点
検
や
話
し
合
い
の
促
進
、
集

落
の
維
持
、
活
性
化
の
仕
組
み
づ
く
り

な
ど
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

市
内
の
先
導
的
取
り
組
み
は
ど
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
。

宇
津
賀
地
区
の
竹
林
資
源
の
有
効

活
用
や
伊
上
地
区
の
地
元
と
移
住

者
の
方
の
交
流
、
仙
崎
地
区
の
定
期
的

な
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
が
あ
る
。

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割

と
機
能
は
ど
う
な
る
の
か
。

「
自
分
達
の
ま
ち
は
自
分
達
で
つ

く
る
」
と
い
っ
た
市
民
の
主
体
性

を
引
き
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
寄

り
添
い
、
地
域
が
活
性
化
し
て
い
く
た

め
の
伴
走
的
支
援
を
す
る
。
機
能
と
し

て
は
、
情
報
の
一
元
化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
強
固
に
し
、
専
門
性
を
高
め
、
地

域
づ
く
り
協
議
会
な
ど
市
民
活
動
団
体

に
支
援
や
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
行
う
。

問問 答答 答 問

2023.2.1　長門市議会だより

答

▼仙崎・蚤の市ワークショップ風景
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問答問答

問答問答

▼仙崎地方卸売市場初競りの様子



で
き
る
機
能
を
使
い
協
働
的
な
学
び
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
設
備
や
ソ
フ
ト
の
導
入
等

は
現
場
の
教
職
員
参
加
型
の
委
員

会
を
設
置
し
て
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

既
存
の
教
育
研
究
会
な
ど
を
活
用

し
、
現
場
の
意
見
を
反
映
し
た
整

備
に
努
め
る
。

教
職
員
の
働
き
方
改
革
を
保
護
者

対
応
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
よ
り
行
っ
た

事
例
が
あ
る
が
、
現
在
の
連
絡
用
ア
プ

リ
の
見
直
し
に
つ
い
て
教
育
委
員
会
か

ら
指
導
を
行
う
考
え
は
あ
る
か
。

一
律
に
指
導
を
行
う
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
が
、
各
学
校
の
判
断
で

取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
も
考
え
る
。

れ
ず
に
困
っ
て
い
る
と
い
う
住
民
の
方

か
ら
、
無
責
任
な
餌
や
り
等
を
禁
止
す

る
条
例
の
制
定
を
考
え
て
ほ
し
い
と
い

う
切
実
な
要
望
が
あ
る
が
ど
う
か
。

一
部
の
地
方
自
治
体
で
飼
い
主
の

い
な
い
猫
へ
の
餌
や
り
な
ど
を
禁

止
す
る
等
の
条
例
を
制
定
す
る
中
、
国

は
、
令
和
２
年
６
月
１
日
、
動
物
の
愛

護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
を
施
行
し
た
。
改
正
後

は
、
動
物
の
不
適
正
な
飼
養
、
保
管
な

ど
が
原
因
で
周
辺
の
生
活
環
境
が
損
な

わ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
都

道
府
県
に
よ
り
原
因
者
に
対
し
て
立
入

検
査
や
指
導
勧
告
、
命
令
を
行
う
こ
と

が
出
来
る
よ
う
規
定
さ
れ
た
。
市
で
は
、

不
適
正
飼
養
に
係
る
規
制
が
強
化
さ
れ

た
こ
と
か
ら
条
例
の
制
定
は
行
わ
ず
改

正
法
に
基
づ
き
対
応
し
た
い
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の

不
適
正
飼
養
に
対
す
る
対
策
を

飼
い
主
の
い
な
い
猫
へ
の
無
責
任

な
餌
や
り
や
糞
尿
被
害
等
の
苦
情

が
市
民
か
ら
市
や
議
員
に
対
し
て
数
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
飼
い
主
の
い
な

い
猫
と
人
と
の
共
生
に
向
け
た
愛
護
及

び
管
理
に
つ
い
て
考
え
を
尋
ね
る
。

人
の
命
が
大
切
な
よ
う
に
動
物
の

命
も
尊
厳
を
守
る
こ
と
に
あ
り
、

そ
の
習
性
等
を
よ
く
知
っ
た
う
え
で
、

動
物
が
人
と
一
緒
に
生
活
す
る
存
在
と

し
て
社
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
努

め
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
動
物
に
対

す
る
意
識
や
感
情
は
人
そ
れ
ぞ
れ
に
多

様
な
考
え
方
が
あ
る
た
め
、
お
互
い
が

動
物
愛
譲
活
動
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

地
域
の
住
民
に
協
力
を
促
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
動
物
愛

護
の
意
識
の
醸
成
と
適
正
飼
養
に
つ
い

て
一
層
の
普
及
啓
発
が
必
要
で
あ
る
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
対
す
る
無

責
任
な
餌
や
り
や
繁
殖
等
に
つ
い

て
住
民
間
で
注
意
し
て
も
改
善
が
見
ら

問答問

答
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小
中
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
整
備
と
活
用
推
進
を

小
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
の

現
状
と
課
題
を
尋
ね
る
。

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
沿
っ

て
、
児
童
生
徒
１
人
１
台
端
末
や

教
職
員
の
校
務
用
端
末
等
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
、

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
、
高
速
大
容
量
の
校

内
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
な
ど
を
整
備
し
た
。

　

校
務
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
つ
な
が
り

に
く
い
状
況
に
あ
っ
た
が
、
対
策
を
講

じ
、
ま
た
、
市
内
全
域
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー

網
整
備
が
ほ
ぼ
完
了
し
た
こ
と
等
に
よ

り
大
幅
に
通
信
ア
ク
セ
ス
が
改
善
し
て

い
る
が
、
引
き
続
き
安
定
し
た
通
信
環

境
の
確
保
に
努
め
る
。

個
別
最
適
な
学
び
と
協
働
的
な
学

び
を
進
め
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な

デ
ジ
タ
ル
教
材
等
を
導
入
し
た
か
。

文
書
作
成
や
表
計
算
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
等
の
基
本
的
な
ソ
フ

ト
を
使
っ
て
個
人
で
学
習
を
進
め
る
他
、

ク
ラ
ウ
ド
の
特
徴
で
あ
る
複
数
で
編
集

答 問

問答

問答

長門市議会だより　2023.2.1

一般質問

▼新しい飼い主を待つ仔猫たち

▼行政視察の模様　西条市 : 小中学校ＩＣＴ教育推進事業

　

A
Y

A
G

I M
IK

A

綾城 美佳
議員

　

T
A

M
U

R
A

 D
A

IJIR
O

U

　田村大治郎
議員

問答



行政

視察
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奈
義
町
の
抱
え
る
最
大
の
課
題
は
人
口

減
少
で
あ
り
、
こ
の
課
題
を
克
服
す
る
た

め
「
家
庭
・
地
域
・
学
校
・
行
政
み
ん
な

が
手
を
携
え
地
域
全
体
で
子
育
て
を
支
え

る
ま
ち
」
を
目
指
し
、
全
て
の
行
政
施
策

を
人
口
維
持
に
向
け
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

定
住
化
に
向
け
た
住
宅
施
策
で
は
、
分

譲
地
の
整
備
や
民
間
分
譲
宅
地
整
備
補
助

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
企
業
誘

致
を
図
り
町
民
の
働
く
場
を
確
保
し
、
手

厚
い
子
育
て
支
援
施
策
、
短
時
間
の
就
労

あ
っ
せ
ん
事
業
な
ど
充
実
し
た
施
策
を
実

施
し
、
令
和
元
年
の
合
計
特
殊
出
生
率
は

２
・
95
を
記
録
し
て
い
ま
す
。

　

人
口
維
持
の
た
め
の
子
育
て
支
援
施
策

に
は
、
町
民
、
町
職
員
、
町
議
会
、
町
長

の
奈
義
町
へ
の
愛
着
・
愛
情
が
込
め
ら
れ

て
お
り
、
簡
単
に
真
似
る
こ
と
は
出
来
ま

せ
ん
が
、
郷
土
を
残
し
た
い
と
い
う
信
念

や
意
志
等
を
学
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。
本
市
も
子
育
て
し
や

す
い
ま
ち
に
一
歩
で
も
近
づ
く
た
め
、
奈

義
町
の
子
育
て
支
援
施
策
を
参
考
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
西
条
「
人
と
人
と
が

繋
が
り
合
う
、
一
歩
先
の
社
会
の
あ
る
べ

き
姿
」
を
目
指
し
様
々
な
施
策
を
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。
学
習
系
シ
ス
テ
ム
と
校
務

系
シ
ス
テ
ム
の
安
全
か
つ
効
果
的
・
効
率

的
な
連
携
方
法
等
を
実
証
さ
れ
、
ま
た
、

教
職
員
向
け
に
は
統
合
型
校
務
支
援
シ
ス

テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、
校
務
の
情
報
化
と

省
力
化
を
図
る
一
方
で
、
テ
レ
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
等
、
働
き
方
改
革
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

総
社
市
が
取
り
組
む
障
が
い
者
雇
用
施

策
は
、
片
岡
聡
一
市
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
も
と
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
推
進
し
て
お

り
、
平
成
23
年
12
月
に
「
障
が
い
者
千
人

雇
用
推
進
条
例
」
を
制
定
し
、
企
業
と
障

が
い
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
障
が
い
者
の
生

活
支
援
を
行
い
、「
福
祉
か
ら
就
労
」
に
向

け
た
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
付
き
添
い
型
の
綿
密

な
支
援
を
実
施
、
障
が
い
者
千
人
雇
用
の

目
標
を
達
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
障
が
い
者
向
け
の
就
職
面
接
会
の
実

施
」、「
広
報
活
動
に
よ
り
障
が
い
者
雇
用

を
ア
ピ
ー
ル
」、「
障
が
い
者
と
触
れ
合
え

る
場
所
の
提
供
」、「
一
般
就
労
へ
の
移
行

を
図
る
取
り
組
み
」
等
の
効
果
的
な
取
り

組
み
が
な
さ
れ
て
お
り
、
障
が
い
者
雇
用

の
促
進
に
対
す
る
意
識
・
姿
勢
・
熱
意
・

実
行
力
が
強
く
印
象
に
残
っ
た
と
こ
ろ
で

す
。
最
後
に
片
岡
市
長
か
ら
障
が
い
者
雇

用
施
策
に
力
を
入
れ
る
理
由
を
説
明
し
て

い
た
だ
き
、
長
門
市
も
総
社
市
の
障
が
い

者
雇
用
施
策
を
参
考
に
し
て
、
障
が
い
者

雇
用
を
促
進
し
て
い
く
べ
き
だ
と
強
く
感

じ
ま
し
た
。

　

松
山
市
圏
域
の
３
市
３
町
で
、
広
く
地

域
の
活
性
化
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
ま
つ
や
ま
農
林
水
産
物
ブ
ラ
ン
ド
」
の
認

定
で
は
、
認
知
度
向
上
と
販
路
・
消
費
拡

大
に
向
け
た
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

子
育
て
支
援
施
策岡

山
県
奈
義
町
　

総
務
民
生

文
教
産
業

 

中
平
、
上
田
、
林
、
綾
城
、

江
原
、
田
中
、
ひ
さ
な
が

 参加者

 参加者

総
務
民
生
委
員
会
は
11
月
８
日
～
９
日
、
文
教
産
業
委
員
会
は
11
月
15
日
～
17
日
の
日
程
で

行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

 

早
川
、
米
弥
、
重
廣
、
重
村
、
岩
藤
、

有
田
、
田
村
、
西
村
、
松
岡

 

小
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進
事
業

愛
媛
県
西
条
市
　

 

ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
促
進
に
よ
る
地
域
活
性
化

　
に
向
け
た
取
り
組
み

　
愛
媛
県
西
条
市

　

自
然
豊
か
な
フ
ィ
ー
ル
ド
を
活
用
し
た

ア
ウ
ト
ド
ア
活
動
の
促
進
に
よ
る
地
域
活

性
化
を
図
る
た
め
、
地
元
の
拠
点
施
設
を

整
備
し
地
域
事
業
者
の
収
益
向
上
に
つ
な

げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
西
条
市
の
自
然
環

境
に
適
す
る
専
門
知
識
を
持
つ
民
間
事
業

者
と
の
協
力
関
係
を
つ
く
り
、
事
業
者
と

行
政
の
双
方
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
の
多
い

関
係
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

 

地
産
地
消
促
進
計
画

愛
媛
県
松
山
市
　

 

障
が
い
者
雇
用
施
策

岡
山
県
総
社
市
　

 

観
光
ま
ち
づ
く
り
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
、

 

観
光
ま
ち
づ
く
り
町
家
活
用
エ
リ
ア
実
施
計
画

愛
媛
県
大
洲
市
　

　

旧
城
下
町
エ
リ
ア
の
町
家
・
古
民
家
等

の
歴
史
的
資
源
を
活
用
す
る
こ
と
で
町
並

み
を
保
全
し
、
高
付
加
価
値
の
宿
泊
施
設

運
営
事
業
者
を
誘
致
し
て
、
地
域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
、

不
動
産
管
理
を
行
う
株
式
会
社
、
金
融
機

関
及
び
行
政
が
協
働
で
交
流
人
口
増
加
を

目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 

会
社
の
事
業
お
よ
び
大
洲
冷
凍
工
場

楽
天
農
業
㈱
　

　

清
潔
・
安
全
な
工
場
運
営
は
も
と
よ
り

社
員
の
研
修
・
育
成
と
、
独
立
後
の
資
金

調
達
の
支
援
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。



 有害鳥獣捕獲・駆除・被害防止等対策における

 猟友会の維持の対策は。

 狩猟免許取得の支援も行っており、令和３年度

 は８名がわなの資格を取得した。このような資

格取得者が猟友会に入ることで若返りを図り、山に

入り猟をする人の数を増やしていきたい。

 高齢者等福祉タクシー助成事業の執行率が 34.1

 % と低い理由は。

 事業開始が令和３年 10 月からであったため事

 業費の見積もりが困難であった。  公民館の指定管理者制度の導入は考えていない

 のか。

 公民館は地域の学習拠点であり、地域づくりの

 拠点であることから、地域住民で構成する地域

団体が指定管理者として運営していく手法が理想で

ある。市民協働の取り組みの中、地域に根ざした団

体の継続的な運営が可能となった場合は、新たな指

定管理者制度の導入を検討する。

 子ども医療費助成事業の高校生の所得制限の撤 

 廃は。

 所得制限を撤廃した場合、現在の事業費よりも

 さらに約 540 万円の財源が必要となる。市長会

等を通じて国に対して全国一律の保障制度創設を要

望しており、国の判断を見極めながら研究を続けて

いく。

答

 令和３年度光ファイバー網整備事業の一般財源

 の持ち出し額は。

 決算額は、繰越分、現年分を合わせて６億 9,250

 万 6,240 円であり、一般財源は 101 万 6,940

円である。

 決算審査意見でも依存財源の割合が多いとある 

 が、自主財源の確保に対する取り組みは。

 市税の収納率向上や本市の魅力を発信し、ふる 

 さと応援寄附金の増収を図る取り組みをした。

 教育支援センターの運営上の課題は。

 相談件数や通室児童・生徒の増加により、スペー

 スや指導員の増員について今後検討する必要が

ある。また、様々な事案への対応は学校、保護者、

教育委員会、専門家の連携が重要である。

 長門湯本温泉観光まちづくり推進事業における

 エリアマネジメント事業の財源は。

 10 年後の大規模改修に備えての積み立ては、 コ

 ロナの影響で予定通りではないが、基盤となる

財源については、湯本の活性化やインバウンド等の

観光客誘致への取り組みで確保していく。基金残高

の不足が想定される場合には、本来の入湯税の基礎

部分を回すことも検討しなければと考えている。

 全７地区で運行しているデマンド交通の利用実

 績の評価は。

 徐々にではあるが、利用実績は伸びている。利 

 用登録者は 792 人と潜在利用者数 1,600 人の約

半数であり、導入初年度としては浸透しているもの

と評価している。

●予算決算委員会の主な質疑●
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問

答

問答

問

答
問

答

答

問

答

問

問

答

問

　9 月定例会の最終日（10 月４日）に追加提案された令和３

年度の各会計決算議案は各常任委員会に付託し、議会閉会中の

継続審査を実施しました。

　10 月 24 日の第３回臨時会では令和３年度の決算議案５議案

を認定。新たに提案された 1 議案についても可決しました。

第３回

臨時会

　令和３年度長門市一般会計歳入歳出決算の認定について９月定例会 議案第 17 号

予算は効率的・効果的に執行されているか
　一般会計歳入歳出決算における歳入総額は 230 億 4,817 万円、歳出総額は 213

億 5,844 万円となり、実質収支では 13 億 8,994 万円の黒字となりました。予算決

算委員会では昨年度に引き続き、分科会方式で審査を行いました。

問

答

　市長の令和３年度の行財政運営については評価

できる点もあるが、中長期的な展望をどう描いて

いるのか、明確なメッセージやリーダーシップが

見えなかったため、決算を認めることはできない。

　  討論　 （林　哲 也 議 員）

　第２次長門市総合計画に基づく施策を行った令

和３年度は３つの重点施策を柱に「市民のいのち

と生活を守る」取り組みを進められ、各事業はお

おむね妥当と思われることから決算に賛成する。

反対

討論（田村 大治郎 議 員）賛成



2023.2.1　長門市議会だより13

■第３回臨時会議決結果
議案番号 件　　　　名 結果

9 月定例会 17 令和３年度長門市一般会計歳入歳出決算の認定について 認定

9 月定例会 18 令和３年度長門市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定

9 月定例会 19 令和３年度長門市湯本温泉事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定

9 月定例会 20 令和３年度長門市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定

9 月定例会 21 令和３年度長門市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定

1 令和４年度長門市一般会計補正予算（第７号）原案可決

認定・可決

収
入
未
済
額
４
９
６
万
７
７
６
９
円
の
要
因
と

対
策
は
。

前
年
度
か
ら
の
収
入
減
等
に
よ
る
生
活
困
窮
が

主
な
要
因
で
あ
る
。
未
納
が
続
く
場
合
は
納
付

義
務
者
の
財
産
調
査
等
を
実
施
す
る
が
、
差
し
押
さ

え
る
財
産
が
な
い
場
合
も
あ
る
。
未
納
者
に
は
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
電
話
や
訪
問
等
に
よ
り
早
期
納

付
を
促
し
て
い
る
が
、
納
付
相
談
や
財
産
調
査
等
を

行
っ
た
上
で
納
付
困
難
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
執

行
停
止
等
の
対
象
と
し
て
い
る
。

令
和
３
年
度 

長
門
市
介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

令
和
３
年
度 

長
門
市
後
期
高
齢
者
医
療
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
収

納
率
は
。

令
和
３
年
度
は
99
・
８
％
で
あ
り
、
未
納
の
主

な
要
因
は
少
額
の
年
金
受
給
者
、
多
重
債
務
者
、

支
払
い
優
先
順
位
の
別
等
に
よ
る
生
活
困
窮
で
あ
る
。

令
和
３
年
度 

長
門
市
湯
本
温
泉
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

配
湯
利
用
料
の
収
入
未
済
額
４
４
万
６
０
９
７

円
の
内
訳
は
。

令
和
２
年
度
以
前
か
ら
の
滞
納
繰
越
分
が

１
７
万
４
７
５
７
円
、
令
和
３
年
度
現
年
分
が

２
７
万
１
３
４
０
円
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
１
７
万
４
７

５
７
円
は
、
今
年
度
に
お
い
て
収
納
済
み
で
あ
る
。

令
和
３
年
度 

長
門
市
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

特
定
健
康
診
断
の
受
診
率
が
目
標
値
に
届
い
て

い
な
い
理
由
は
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
等
に
よ

る
外
出
制
限
や
自
粛
な
ど
の
影
響
で
あ
る
。

令和３年度長門市一般会計歳入歳出決算など

▲予算決算委員会

継続審査を含む 6議案を

問問 問

問

答答 答

答

　
９
月
定
例
会 

議
案
第
20
号
　

　
９
月
定
例
会 

議
案
第
21
号

　
９
月
定
例
会 

議
案
第
19
号

　
９
月
定
例
会 

議
案
第
18
号

総務
民生

文教
産業

■令和３年度　各会計決算額 （単位：千円）

▲

議案第1号　令和４年度長門市一般会計補正予算（第７号）

全世帯に 1万円分の生活優待券を発行
　議案第 1 号「令和４年度長門市一般会計補正予算（第７号）」は、

令和 4 年 9 月に国が発表した、「電力・ガス・食料品等価格高騰対策」

に迅速に対応するため、予算措置が必要となった経費について所要の

補正を行うものであり、補正総額は、4 億 6,716 万円、補正後の予算

規模は、208 億 2,225 万円とするものです。

　補正予算の内容は、住民税非課税世帯に対して臨時特別給付金と

して 1 世帯当たり 5 万円を支給するほか、市内の店舗で使用可能な 1

世帯当たり 1 万円分の「物価・燃油等高騰対策生活優待券」の全世帯

への発行や、市内小中学校に通う児童生徒の給食費について、値上げ

相当分を補てんすることにより、今年度分の給食費を据え置くための

ものです。

総務
民生

総務
民生

会 計 名 歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引額

一 般 会 計 23,048,177 21,358,449 1,689,727

国 民 健 康

保 険 事 業
5,334,644 4,881,201 453,443

湯 本 温 泉 事 業 9,614 9,614 0

介 護 保 険 事 業 4,302,091 4,212,339 89,751

後 期 高 齢 者

医 療 事 業
705,556 691,566 13,989

合 計 33,400,085 31,153,172 2,246,912
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コ
ロ
ナ
禍
に
配
慮
し
た

市
税
の
徴
収

１

効
率
的
な
基
金
の
運
用

２

将
来
を
見
据
え
た

　
　
　
　

財
政
運
営
を

３

市
有
財
産
の

積
極
的
な
利
活
用

４

移
住
・
定
住
対
策
の
強
化
と

空
き
家
バ
ン
ク
の
市
民
の
活
用

６

職
員
研
修
の
充
実

５

地
域
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

７

自
主
防
災
組
織
の
育
成
と

防
災
意
識
の
啓
発

８

障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー  

  
助
成
事
業
の
対
象
拡
大

９

山
口
県
手
話
言
語
条
例
に
基
づ
く

職
員
の
手
話
研
修
の
取
り
組
み
強
化

10

老
人
ク
ラ
ブ
の

　
　
　

加
入
促
進
を

11

子
育
て
世
代
に
対
す
る

　
　

積
極
的
な
支
援
拡
充

12

決算

提言

予算

監視

望的意見要
　令和３年度の決算審査を踏まえ、10 月 24 日の

第３回臨時会閉会後、予算決算、総務民生及び文

教産業の 3 常任委員会委員長の連名で市長に対し

て「決算案件に係る要望的意見」の申し入れを行

いました。申し入れでは、29 項目の要望的意見の

趣旨、内容等を説明し、政策形成への反映につい

て特段の配慮を求めました。

　

市
税
の
徴
収
で
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
等
を
考
慮
し
、
個
別
の
事
情
に
寄

り
添
い
適
切
に
対
応
さ
れ
た
い
。

　

市
有
財
産
に
つ
い
て
は
、
幅
広
く

情
報
を
公
開
し
、
民
間
へ
の
貸
出
、

売
却
も
含
め
た
利
活
用
を
検
討
す
る

こ
と
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
件
数
を
増

や
す
と
と
も
に
、
市
内
在
住
の
方
も

利
用
で
き
る
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
に

つ
い
て
研
究
す
る
こ
と
。

地
域
の
担
い
手
で
あ
る
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
を
図
る
こ
と
。

　

年
１
回
は
訓
練
等
、
防
災
活
動
を

開
催
す
る
な
ど
自
主
防
災
組
織
の
意

欲
的
な
活
動
の
強
化
と
、
自
主
防
災

組
織
が
活
動
を
始
め
る
基
準
に
つ
い

て
、
周
知
・
徹
底
や
市
と
の
連
携
体

制
強
化
に
努
め
る
こ
と
。

　

重
度
の
身
体
障
害
者
の
通
院
等
に

対
す
る
自
動
車
燃
料
費
の
助
成
な
ど

の
導
入
を
検
討
す
る
こ
と
。

　

手
話
が
あ
る
程
度
身
に
つ
く
研
修

内
容
の
強
化
や
希
望
す
る
職
員
に
対

し
て
は
手
話
検
定
を
受
講
し
や
す
い

環
境
の
整
備
に
努
め
る
こ
と
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
で
は
新
規
会
員
の
加

入
率
の
低
さ
が
課
題
と
な
っ
て
い
る

た
め
加
入
促
進
に
努
め
る
こ
と
。

　

経
済
的
な
負
担
軽
減
策
と
し
て
給

食
費
無
償
化
や
子
ど
も
医
療
費
の
所

得
制
限
撤
廃
、
子
ど
も
の
成
長
段
階

に
応
じ
た
経
済
的
負
担
の
軽
減
、
基

金
設
立
に
よ
る
財
源
確
保
、
子
ど
も

の
遊
び
場
の
充
実
な
ど
の
新
た
な
制

度
の
導
入
を
求
め
る
。

安
心
安
全
な
食
育
推
進

13
　

安
全
な
無
農
薬
・
減
農
薬
農
産
物

の
活
用
が
望
ま
れ
る
が
、
そ
の
活
用

は
不
十
分
で
あ
り
、
学
校
等
で
活
用

す
る
取
り
組
み
を
強
化
す
る
こ
と
。

１年間の政策サイクル
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要望書を市長に提出

が
ん
検
診
等
の

　
　
　

受
診
率
向
上

14

合
併
処
理
浄
化
槽
の

　
　

  

維
持
管
理
費
支
援

15

応
急
診
療
所
の
運
営
と

　
　

地
域
医
療
の
充
実

16

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
の
経
済
支
援

17

地
域
公
共
交
通

　

推
進
事
業
に
つ
い
て

18

三
隅
地
区
工
場
用
地

　

整
備
事
業
に
つ
い
て

19

二
次
交
通
対
策
事
業
と   

三
次
交
通
対
策
の
強
化

22

有
害
鳥
獣
被
害
の

　

根
本
的
な
対
策
強
化

20

市
有
林監

視
業
務
の
見
直
し

21

市
道
・
国
道
の

　
　

除
草
対
策
の
強
化

25

特
別
な
教
育
的
配
慮
を
要
す
る

子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
・
連
携

26

い
じ
め
・
不
登
校
へ
の

対
応
に
つ
い
て

27

教
員
の
働
き
方
改
革

28

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を

活
用
し
た
教
育
の
推
進

29

　

特
定
健
診
や
特
に
受
診
率
の
低
い

が
ん
検
診
受
診
率
の
向
上
に
向
け
て
、

検
診
料
の
さ
ら
な
る
見
直
し
や
受
診

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
観
点
か
ら

市
外
の
医
療
機
関
で
も
検
診
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
検
討
す
る
こ
と
。
前
立

腺
癌
検
診
等
の
導
入
な
ど
さ
ら
な
る

対
策
強
化
を
図
る
こ
と
。

　

長
門
市
応
急
診
療
所
の
運
営
に
つ

い
て
は
、
土
日
・
祝
日
の
夜
間
対
応

を
検
討
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
長
門
医

療
圏
域
は
専
門
医
の
確
保
が
大
き
な

課
題
で
あ
り
、
関
係
機
関
と
の
連
携

を
一
層
強
化
し
、
医
療
機
関
が
脆
弱

に
な
ら
な
い
よ
う
努
め
る
こ
と
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
長
期
化
し
て

お
り
、
今
後
も
全
て
の
事
業
者
等
へ

の
支
援
策
を
継
続
的
に
打
ち
出
さ
れ

た
い
。

　

デ
マ
ン
ド
交
通
の
導
入
に
関
し
て

市
民
へ
の
き
め
細
や
か
な
説
明
会
等

を
計
画
的
に
行
わ
れ
た
い
。

　

三
隅
地
区
工
場
用
地
整
備
事
業
で

は
用
地
の
売
却
に
向
け
た
交
渉
や
迅

速
な
対
応
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　

二
次
交
通
対
策
事
業
は
５
年
目
を

迎
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
総

括
を
行
う
と
と
も
に
三
次
交
通
対
策

に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
な

る
観
光
客
誘
致
に
努
め
る
こ
と
。

　

無
断
伐
採
の
再
発
防
止
や
適
切
な

立
木
の
維
持
管
理
、
市
有
林
監
視
業

務
の
見
直
し
に
つ
い
て
早
急
な
検
討
、

改
善
を
図
ら
れ
た
い
。

　

特
別
な
教
育
的
配
慮
を
要
す
る
子

ど
も
が
年
々
増
加
し
て
お
り
、
補
助

教
員
の
配
置
強
化
を
要
望
す
る
。

　

い
じ
め
の
早
期
発
見
に
努
め
、
安

全
な
教
育
環
境
の
確
保
と
教
育
機
会

の
確
保
に
十
分
に
配
慮
さ
れ
た
い
。

長
門
の
魅
力
を

生
か
し
た
観
光
の
推
進

23
　

長
門
の
特
徴
で
あ
る
自
然
や
ア
ウ

ト
ド
ア
、
温
泉
や
食
と
い
っ
た
素
材

を
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
し
て
新
た

な
魅
力
や
付
加
価
値
を
生
み
出
し
、

交
流
人
口
の
拡
大
と
収
益
の
向
上
に

取
り
組
ま
れ
た
い
。

長
門
湯
本
温
泉
観
光

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

24
　

長
門
湯
本
温
泉
観
光
ま
ち
づ
く
り

で
は
観
光
客
及
び
住
民
双
方
の
満
足

度
向
上
に
対
す
る
取
り
組
み
や
、
将

来
を
見
据
え
た
財
源
確
保
に
努
め
ら

れ
た
い
。

　

教
員
の
業
務
を
補
助
す
る
ア
シ
ス

タ
ン
ト
の
配
置
を
希
望
す
る
学
校
が

多
い
た
め
、
人
員
配
置
を
要
望
す
る
。

要望書の詳細は、

ＱＲコードから

閲覧できます。



▼ 日本代表の活躍で盛り上がっ

たサッカーワールドカップ。「ブ

ラ ボ ー」 や「 三 笘 の 1 ㎜ 」 が

流行語にもなりました。世界中

が熱狂した大会もメッシ率いる

アルゼンチンの優勝で終わりス

ポーツが世界を変える力を感じ

ました ▼ この間もロシアはウク

ライナのインフラを攻撃しウク

委 員 長　　綾 城 美 佳

副委員長　　ひ さ な が 信 也

委　　員　　林 　 哲 也

　 　 　 　 早 川 文 乃

　 　 　 　 田 村 大 治 郎

　 　 　 　 松 岡 秀 樹

　 　 　 　 米 弥 又 由

　 　 　 　 田 中 千 秋

ながと市議会だより
発行／山口県長門市議会
編集／議会広報広聴特別委員会

伊藤将宏 さん（25 歳）

油谷新別名在住

ライナ国民は厳しい寒さの中で

電気がなく水も暖房も使えない

生活を長期間余儀なくされてい

ます ▼ 世界の人がワールドカッ

プを目指すように、世界の人が

戦争のない世界を目指すように

ならないものか。スポーツの力

ですこしでも悲劇のない世界に

なって欲しいものです。（松岡）

山口県長門市議会事務局　　〒 759-4192　山口県長門市東深川 1339 番地 2　TEL 0837-23-1248（直通）  FAX 0837-22-6353  

　　　　　　　　　　　　　HP https://www.city.nagato.yamaguchi.jp/site/gikai/　　Email  gikai.shomu@city.nagato.lg.jp

編集後記

表紙の説明
　山口市在住のイラストレーター・小玉西

瓜（こだますいか）による「棚田の夕景」。

棚田の花段で栽培されたハーブを使ったお

茶「ヤスミティー」のパッケージイラスト

を手がけたことをきっかけに、棚田を未来

へ繋げる「ときめく棚田大作戦」の一員に。

「いつ来ても、何度見ても心揺さぶられる絶

景。こんな素敵な場所が近くにある長門の

人が羨ましい。長門は人も景色もナチュラ

ルかつパワフルで、訪れる度に私自身も生

まれ変わるようなパワーをもらっています」

と小玉さん。ここにしかない景色を描くこ

とで、応援する彼女もまた棚田人だ。

まちの声 長門市議会に関してインタビューを行いました

Ｑ議会だよりを読まれたことがありますか。

Ａ あります。

Ｑ 長門市のイメージについて。

Ａ 移住してきて感じたのは、自然・食・温泉と生活するに

はバランスの良い要素が揃っているイメージです。

Ｑ 地域おこし協力隊の活動内容について教えてください。

Ａ ＮＰＯ法人ゆや棚田景観保存会のもとで「棚田の花段」

のハーブの生産や、マルシェのお手伝いなどを主に行っ

ています。ミッションでもある「棚田の花段」のハーブ

と長門市の海産物や畜産物を合わせた商品開発以外にも、

ハーブの精油などを使った商品開発も考えています。面

白い素材などあればご連絡を！（yuyatanada.1to@outlook.jp）

Ｑ 市政に望む事はありますか。

Ａ 移住してきた方が生活しやすくなるような制度や起業に

対してハードルが低くなるような制度等を作っていただ

けると非常に嬉しいです。

お詫び

　ながと市議会だより

No.64（ ３ 月 定 例 会 ）

の「まちかどトーク」

の記事において、「日

置地区黄波戸自治会」

とあるのは「日置地区

黄波戸口自治会」の誤

りでした。

　訂正して深くお詫び

申し上げます。
▲棚田の花段での小玉さん


